
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県教育委員会 

算数チャレンジ大会２０２３ 

予選問題【解説】 



 

１  

 

①  １．２９－０．７＝０.５９ 

 

 

 

②  ８１.６÷０.１２＝６８０ 

 

 

 

 

③  ２５－４×３＋２＝２５－１２＋２ 

           ＝１３＋２ 

           ＝１５ 

 

④   
７

９
 ÷ （ 

２

３
 － 

１

４
 ）＝ 

７

９
 ÷（ 

８

１２
 － 

３

１２
 ） 

                ＝  
７

９
 ÷ 

５

１２
 

                ＝  
７

９
 × 

１２

５
  

 

                   ７ × １２ 

                   ９ × ５ 

 

２８

１５
 

かけ算を最初に計算します。 

＝ 

＝

（ ）の中を最初に計算

します。 

約分をします。 

通分をします。 



 
２  

  

１  

 

折った部分は、折る前の部分と角度が等しい。 

    塗
ぬ

りつぶした三角形の残りの角度は、 

180-(90+25)=65 

     ２直角は 180°なので、○イ の角度は、 

180-(65+65)=50 

よって、アの角度は、 

      180-(90+50)=40 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２  

 

    図のように考えることができる。 

    (8-2)×(9-2)=6×7＝42 

 

 

 

 

 

 

 

答え ４０° 

答え ４２㎡ 



 

３  

 

 

 

帯分数を仮分数にすると ２
５

８
＝

２１

８
 ８

１

６
＝

４９

６
 

 
２１

８
 × △○ 、

４９

６
 × △○ が整数となる。 

求めたいのは最も小さい分数なので、分子△は８と６の最小公倍数、 

分母○は２１と４９の最大公約数になる。 

 よって、△は８と６の最小公倍数で２４、◯は２１と４９の最大公約数で７と 

なる。 
 

 
△
○ ＝ 

２４

７
 ＝ ３

３

７
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え  
２４

７
 または ３ 

３

７
  

△ 

○ 

△ 

○ 

△ 

○ 



 
４  

 

  

 １ 

 

   ひもの長さの合計は、立方体の１辺の長さが８つ分になるから、 

６×８＝４８ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 ２ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え ４８㎝ 

答え  



 
５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の図のように、ＥとＦをとり、花壇を長方形ＡＦＤＥと考える。 

５年生の花壇の正方形の１辺の長さを x ｍとすると、図から 

ＢＥ＝１１.５－ x、ＥＤ＝ x、ＣＦ＝１０－ x、ＦＡ＝ x 

と表すことができる。 

長方形ＡＦＤＥの周の長さは 

ＡＥ＋ＥＤ＋ＤＦ＋ＦＡ 

＝(ＡＢ＋ＢＥ)＋ＥＤ＋(ＤＣ＋ＣＦ)＋ＦＡ 

＝ １０＋（１１.５－ x）＋ x ＋１１.５＋（１０－ x）＋ x 

＝２１．５ － x ＋ x ＋ ２１．５ － x ＋ x 

＝２１．５ ＋ ２１．５ 

＝４３（ｍ） 

答え ４３ｍ 



 

 

６ 
 

答え ○ア  ７９  ○イ  x＋１  ○ウ  ７ 

 

 

 １ 「切る回数」と「できるひもの数」の関
かん

係
けい

から、「切る回数」は「できるひも 

の数」よりも１だけ少なくなるので、７９回となる。 

 

 

２ ○ア で見つけた関係を式に表す。「切る回数」に１を加
くわ

えると「できるひもの数」 

  になることから、 x＋１となる。（１＋x も正
せい

解
かい

） 

 

 

 ３ 兄が言っていた切り方について「切る回数」と「できるひもの数」を表に 

   してみると、 

 

 

     

    このように、切るたびにできるひもの数は、２倍になっていくことが分かる。 

    表の続
つづ

きを考えていくと、以
い

下
か

のようになる。 

     

 

 

 

この表から、８０本のひもをつくるとすると、７回切ればよいことが分かる。 

 

 

 

  

切る回数     (回) １ ２ ３ ４ ５ ・・・ 

できるひもの数  (本) ２ ４ ８ 16 32 ・・・ 

切る回数     (回) ６ ７ ８ ・・・ 

できるひもの数  (本) 64 128 256 ・・・ 

 小学校４年生から「変
か

わり方調べ」の学習を行って

います。５年生では比例
ひ れ い

を学習しましたが、６年生の

後半では、また新しいものを学習し、中学校でもいろ

いろなものを学習します。これらは「関数
かんすう

」とよばれ、

みなさんの身近にもあるものです。ぜひみなさんの身

近にある関数を探
さが

してみましょう。 



 
 

 
７ 
   

  １ 

   

  

２                     

 

 

  ３ 

 

 

１ 机
つくえ

が１台増
ふ

えるごとに、いすは３きゃくずつ増えていくので、 

○ア は１１、○イ は１７になる。 

 

 

 

                   ＋３  ＋３  ＋３   ＋３ 

２ 机の形が台形で、平行な向かい合う辺
へん

に並べるいすだけを考えると、長い方

に２きゃく、短い方に１きゃくのいすが必要
ひつよう

で、机１台につき３きゃくずつい

すが必要になる。 

 

机が１０台の場合は、台形の向かい合う平行な辺の部分に３×１０きゃくの

いすが並ぶ。これに両はじの２きゃくを加えて、 

     

３０＋２＝３２ きゃく になる。 

 

３ 両はじの２きゃくをのぞいて考えると、最大
さいだい

で６８きゃくのいすを台形の向

かい合う平行な辺の部分に置くことができる。１台の机には３きゃくずつ置く

ことになるので、 

６８÷３＝２２あまり２ 

 

よって、机は２２台になる。 

答え  ○ア …１１ 、 ○イ …１７  

答え  ３２きゃく 

答え  ２２台 

机の数    （台） １ ２ ３ ４ ５ 

いすの数（きゃく） ５ ８ ○ア  １４ ○イ  



 

８ 
 

答え １ ５７％    ２ １６回 

 

 １ 割
わり

合＝（比
くら

べられる 量
りょう

）÷（もとにする量） 

＝ １６ ÷ ２８ 

＝ ０．５７１４２８５・・・ 

四捨
しゃ

五入して上から２けたのがい数で答えるので、商０．５７１４… 

の小数第３位
い

の１で四捨五入すると、５７％ 
 

  ２ ６人目Ｆさんのシュートの入った割合がチーム内で２番目であることから、 

まずはチーム内のＡさん～Ｅさんそれぞれのシュートの入った割合を考える。 
 

   Ａさん ２８回中１６回 このときの入った割合は、１より５７％ 

   Ｂさん ２４回中１４回 

   Ｃさん ２０回中１２回 

   Ｄさん ２５回中１２回 

   Ｅさん ２５回中１０回 
 

  Ａさん、Ｂさん、Ｃさんの入った割合を比べると、Ｂさんは５８％、Ｃさん 

 は６０％なので、条件
じょうけん

からＦさんの入った割合はＢさんとＣさんの間になれ 

 ばよい。 

  それぞれの入った割合を小数ではなく分数で考えてみると、 

 

  

                        まず約
やく

分 

 

                              

                             通分してみると・・・ 

    

 

 

あとは分子のみで考えることにより  

  7×5×9 ＜ □×20 ＜ 3×3×4×9 

315 ＜ □×20 ＜324 

より、□にあてはまる整数は 

□＝16 と求
もと

められる。 

 小数で求めた数
すう

値
ち

はもちろん割合ですが、やはり割合

を分数で表すことができると、約
やく

分
ぶん

や通分をすることに

より、分子のみで考え、比
くら

べることが簡単
かんたん

にできます。 

 この問題も、□に当てはまりそうな数で何度もわり算

をすれば解
と

けますが、ちょっとの工夫をすることで簡単
かんたん

に求められますね。 

 Ｆさんはよい方から２番目になること、ま

た「ＤとＥの入った割合は５０％より下」

であることがすぐに分かるので、ＤとＥを

のぞいて考えるとスムーズになります。 

１４

２４
<
２７

□
<
１２

２０

１２

７
<

２７

□
<

３

５

７× ５× ９

５４０
<

□× ２０

５４０
<

３× ３× ４× ９

５４０


